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2015 ◦国内初のショールーム併設「イワタニ水素ステーション�芝公園」開所

2016 ◦川崎重工業、シェルジャパン、電源開発と日豪間の水素サプライチェーン「HySTRA」設立

2017

◦燃料電池バス対応の「イワタニ水素ステーション�東京有明」開所

◦Hydrogen�Council（水素協議会）�
13社で発足

◦山口リキッドハイドロジェンの増設工事が完了

2018

◦日本水素ステーションネット�
ワーク合同会社（JHyM）発足

◦福井国体の炬火の燃料として�
世界初、水素が採用される

◦芝公園で水素充填10,000台�
を達成

◦日豪間水素サプライチェーン実証の豪州側コンソーシアム結成

2019
◦米国カリフォルニア州で4か所の水素ステーションの運営を開始

◦「ねんりんピック紀の国わかやま2019」炬火に水素を供給

2020

◦水素バリューチェーン推進協議会（JH2A）、�
88社で発足　�
※2023年7月現在376社

◦福島水素エネルギー研究フィールド�
（FH2R）水素供給開始

◦2代目「MIRAI」発売

◦HySTRA試験運用開始

2021
◦「液化水素サプライチェーン商用化実証」がGI基金で採択

◦「スーパー耐久24時間レース」に世界初参戦したトヨタの水素エンジン車に水素を供給

2022

◦HySTRA実証プロジェクト完遂

◦大阪・関西万博にて水素燃料電池船�
の造船に向けた取り組み本格化へ

◦JH2A、2度目の政策提言書を�
経済産業大臣に手交

◦コスモエネルギーホールディングス�
との水素事業協業の覚書を締結

JHyM発足

米国加州サクラメントの 
水素ステーション

福井国体の炬火の燃料として
世界で初めて水素が採用

福島水素エネルギー
研究フィールド（FH2R）

2代目「MIRAI」発売

HySTRA実証試験完遂 記念式典

イワタニ水素ステーション
東京有明開所

水素バリューチェーン推進協議会

水素燃料電池船イメージ図
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体積
◇0℃、1気圧の水素ガスを液化すると  体積は約800分の1 になる
◇水素ガス1kgの体積
　水素ガス　1kg＝1,000g＝500mol＝11,200ℓ＝ 11.2㎥（≒11㎥）
　液化水素　1kg＝11,200ℓ÷800＝ 14ℓ 、1㎥＝1,000ℓ＝1kℓ

水素　早わかり便利帳

水素［Hydrogen］

重さ
◇0℃、1気圧の水素ガス1㎥の重さ
　1㎥＝1,000ℓ＝44.6mol＝89.3g

◇  液化水素1ℓの重さ  ＝水素ガス800ℓ＝35.7mol＝71.4g
FCV燃料としての水素
◇ 水素ガス1kg（≒11㎥）でFCVはおよそ100km走行可能とされる
◇ FCV1台が1年間に必要とする水素ガスはおよそ100kg（＝1,100㎥）
　計算根拠： FCV1台が1年間に1万km走ると想定すると

必要な水素ガスは
1万km÷100km＝100kg（＝1,100㎥）

原子番号： 1

分布： 宇宙では最も豊富な元素
（宇宙の質量の3/4を占める）
地球上では、水や、アミノ酸・炭化水素
などの化合物として存在

分子式：H2
常温・常圧では無色、無味、無臭の気体

比重：空気＝1とした場合　0.0695

融点：-259.14℃

沸点：-252.87℃

総発熱量：3,050kcal/㎥ 1万2,750kJ/N㎥

真発熱量：2,570kcal/㎥ 1万740kJ/N㎥

発火点（空気中）：527℃ （炎色は無色）

爆発範囲（空気中）：4.0～75.0vol%

燃焼すると酸素と反応して水になる

水素の基礎データ

岩谷産業公式Facebookページでは、
当社の事業に関する情報を配信しています。
ぜひご覧ください。

岩谷産業公式Facebookページはこちら！


